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一
九
九
七
年
の
返
還
か
ら
、
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
で
一
五
年
が

経
っ
た
。
返
還
前
に
繰
り
返
し
問
い
か
け
ら
れ
た
の
は
、
返
還
後
の

香
港
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
の
中

英
共
同
声
明
で
、
香
港
は
一
九
九
七
年
七
月
一
日
を
も
っ
て
中
国
に

一
括
返
還
さ
れ
、
そ
の
後
五
〇
年
間
、「
一
国
二
制
度
」
の
も
と
、

特
別
行
政
区
と
し
て
高
度
の
自
治
を
享
受
す
る
こ
と
が
中
英
両
国
で

合
意
さ
れ
た
。「
一
国
」
の
旗
の
も
と
に
香
港
の
国
防
と
外
交
は
中

央
政
府
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
制
度
は
返
還

後
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
香
港
の
法
律
は
返

還
後
も
コ
モ
ン
ロ
ー
が
運
用
さ
れ
、
香
港
ド
ル
は
返
還
後
も
引
き
続

き
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

返
還
前
に
お
け
る
最
大
の
不
安
は
、
返
還
後
、
中
国
中
央
政
府
が

特
別
行
政
区
・
香
港
の
内
政
に
干
渉
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
現
実
に
返
還
後
の
香
港
が
直
面
し
た
の
は
返
還
の
翌
日
か
ら
始

ま
っ
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
あ
り
、
感
染
症
の
拡
大
で
あ
り
、
新
空

港
の
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
一
九
九
七
年
末
の
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
は
、
安
全
宣
言
を
出
し
た
後
、
一
転
し
て
区
内
の
鳥
類

を
全
処
分
し
た
。
一
九
九
八
年
七
月
に
は
新
空
港
が
開
港
し
た
も
の

の
、
開
港
直
後
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
順
調
に
作
動
せ

ず
混
乱
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
三
月
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
）
が
香
港
を
襲
い
、
国
際
ハ
ブ
都
市
で
あ
っ
た
香
港

を
外
国
人
が
回
避
す
る
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
返
還
前
か
ら
香
港
に
居
住

し
た
人
々
が
香
港
か
ら
続
々
と
脱
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
一
九

九
七
年
七
月
一
日
が
来
た
ら
、
七
月
二
日
が
来
る
」
よ
う
に
、
日
々

を
暮
ら
し
、
中
国
と
い
う
「
一
国
」
の
な
か
で
香
港
が
ど
の
よ
う
に

魅
力
あ
る
「
一
都
市
」
と
し
て
の
地
位
を
保
持
す
る
の
か
を
求
め
続

け
て
き
た
。

返
還
を
跨
ぐ
香
港
の
軌
跡

二
〇
一
二
年
の
東
京
国
際
映
画
祭
の
「
ア
ジ
ア
の
風
」
部
門
に
参

加
し
た
『
浮
城
』
は
、
こ
う
し
た
香
港
の
状
況
を
反
映
す
る
か
の
ご

『浮城』に見る返還後の
香港

谷垣真理子

【香港】
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と
く
、
主
人
公
が
繰
り
返
し
自
分
は
何
者
か
を
問
い
か
け
る
。
監
督

は
一
九
八
〇
年
代
の
香
港
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
を
け
ん
引
し
た
イ
ム
・

ホ
ー
（
厳
浩
）
で
、
七
年
ぶ
り
の
最
新
作
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
映

画
祭
で
は
制
作
サ
イ
ド
の
事
情
で
上
映
中
止
と
な
っ
た
が
、
筆
者
は

こ
の
映
画
を
一
一
月
に
広
州
に
行
っ
た
際
に
機
内
で
鑑
賞
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
布
華
泉
と
い
う
主
人
公
が
刻
苦
勉
励
し
て
英
系

企
業
の
管
理
層
へ
と
上
り
つ
め
て
い
く
成
功
物
語
で
あ
る
。

主
人
公
は
蜑
家
と
呼
ば
れ
る
水
上
居
民
の
血
を
引
く
。
水
上
居
民

は
華
南
の
沿
岸
や
河
川
地
域
に
分
布
す
る
。
陸
上
に
家
を
持
た
ず
、

船
の
上
で
生
活
し
、
漁
業
や
水
運
、
商
業
に
従
事
し
、
陸
上
生
活
者

か
ら
差
別
を
受
け
た
。
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
の
『
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
』

（
一
九
七
三
）
で
は
、
飛
行
機
が
ビ
ル
の
谷
間
に
お
り
て
い
く
啓
徳

空
港
や
人
力
車
と
並
び
、
水
上
居
民
の
船
が
ひ
し
め
く
ア
バ
デ
ィ
ー

ン
（
香
港
仔
）
を
香
港
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
陸
上
へ
の
定
住
化
支
援
が
は
じ
ま
り
、
か
つ
て

の
風
景
は
現
在
で
は
見
か
け
ら
れ
な
い
。

一
九
四
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
船
員
に
乱
暴
さ
れ
て
妊
娠
し
た
水
上
居

民
の
少
女
が
ひ
と
り
の
男
の
子
を
産
み
落
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
物
語

は
始
ま
る
。
そ
の
子
は
流
産
し
た
ば
か
り
の
別
の
水
上
居
民
の
女
性

に
引
き
渡
さ
れ
た
。「
子
ど
も
が
も
う
産
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
っ
て
引
き
取
っ
た
が
、
育
て
の
母
は
そ
の
後
、
六
人
の
子
ど
も

を
授
か
る
。
主
人
公
の
布
華
泉
は
「
教
育
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
父

の
言
葉
に
は
従
わ
ず
、
船
か
ら
陸
に
あ
が
り
、
働
き
な
が
ら
勉
強
す

る
。
あ
る
日
、
父
は
漁
に
出
た
ま
ま
帰
ら
ず
、
主
人
公
は
一
家
の
大

黒
柱
と
し
て
六
人
の
き
ょ
う
だ
い
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
が
、
生
活

は
困
窮
し
、
き
ょ
う
だ
い
は
施
設
に
預
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
布
は

英
系
企
業
に
就
職
口
を
見
つ
け
、
漢
字
が
書
け
た
こ
と
か
ら
「
事
務

職
員
」
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
布
は
二
〇
歳
を
す
ぎ
て
夜
学
で
小
学

校
教
育
を
受
け
な
お
し
、
人
一
倍
の
努
力
を
し
て
華
人
初
の
管
理
層

入
り
を
果
た
す
。

映
画
で
語
ら
れ
る
香
港

映
画
の
中
に
は
一
九
六
七
年
香
港
暴
動
や
一
九
八
二
年
の
中
英
交

渉
の
始
ま
り
、
一
九
九
七
年
の
香
港
返
還
な
ど
、
香
港
の
現
代
史
の

重
要
な
事
件
が
印
象
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。『
浮
城
』
は
、
主

人
公
の
布
華
泉
に
託
し
て
、
香
港
人
の
歩
み
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
あ
り
よ
う
だ
け
で
な
く
、
英
領
植
民
地
と
し
て
の
香
港
を
も
描
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
写
真
）。

布
華
泉
に
は
実
在
の
モ
デ
ル
が
い
る
（『
啓
航
』
二
〇
一
二
：
一

―
二
）。
黎
華
安
と
盧
金
泉
と
い
う
ふ
た
り
の
水
上
居
民
で
あ
る
。

い
と
こ
ど
う
し
で
、
香
港
島
の
筲
箕
湾
の
中
華
基
督
会
基
湾
堂
の
信

者
で
あ
っ
た
。
貧
し
い
家
庭
で
小
学
校
教
育
も
受
け
て
い
な
か
っ
た

が
、
英
系
企
業
で
管
理
層
入
り
を
果
た
し
た
。
主
人
公
の
母
の
モ
デ

ル
は
黎
華
安
の
母
、
布
錦
慧
で
あ
り
、
香
港
で
船
長
資
格
試
験
に
合

格
し
た
二
人
目
の
女
性
で
あ
っ
た
。
盧
は
実
父
の
死
後
、
小
学
校
を

や
め
て
漁
に
出
た
。
一
七
歳
で
陸
に
上
が
り
、
働
き
な
が
ら
教
育
を
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受
け
な
お
す
が
、
そ
の
際
、
お
ば
に
あ
た
る
布
錦
慧
の
一
家
と
生
活

を
と
も
に
し
、
黎
が
盧
の
勉
強
を
手
伝
っ
た
と
い
う
。

こ
の
映
画
の
監
督
で
あ
る
厳
の
高
校
の
同
級
生
は
、
た
ま
た
ま
黎

華
安
と
知
り
合
い
だ
っ
た
。
厳
は
黎
の
星
島
晩
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
二
三
日
）
に
興
味
を
抱
き
、
黎
に
出

会
っ
た
。
黎
は
厳
に
自
分
よ
り
漁
民
と
し
て
の
経
験
豊
富
な
盧
を
紹

介
し
た
。

か
く
て
、
南
京
条
約
に
よ
り
香
港
島
が
割
譲
さ
れ
た
当
初
よ
り
香

港
に
居
住
し
た
で
あ
ろ
う
水
上
居
民
の
子
孫
を
主
人
公
と
す
る
『
浮

城
』
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
厳
は
黎
と
盧
を
あ
わ
せ
て
ひ
と
り

の
人
物
と
し
て
創
造
し
た
。
さ
ら
に
、
植
民
地
と
し
て
の
香
港
の
誕

生
の
経
過
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
主
人
公
を
不
本
意
な
妊
娠
の
結
果

生
ま
れ
た
欧
亜
混
血
児
と
し
た
の
で
あ
る
。

主
人
公
・
布
が
自
分
が
何
者
か
繰
り
返
し
自
問
す
る
シ
ー
ン
は
、

香
港
人
に
つ
い
て
よ
く
議
論
さ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
と

重
な
る
。
布
は
英
系
企
業
の
管
理
層
入
り
を
果
た
す
が
、
一
九
八
一

年
の
英
国
籍
法
の
改
正
で
、
香
港
は
独
立
し
て
い
な
い
英
属
領
に
分

類
さ
れ
た
。
そ
の
住
民
は
英
国
籍
を
有
す
る
も
の
の
、
英
本
国
へ
の

居
住
権
を
持
た
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
し
た
布
は
、
入
国
管
理
官

に
外
国
人
の
列
に
並
び
な
お
す
よ
う
に
言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
。
こ
れ
ら
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
中
英
両
国
の
間
に
挟
ま
さ
れ

た
香
港
と
い
う
地
域
そ
の
も
の
を
も
象
徴
し
て
い
る
。

華
洋
混
交
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
と
『
浮
城
』
は
語
り
つ
く
さ
れ
た
話
で
あ

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
返
還
後
の
時
の
流
れ

を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
返
還
前
の
熱
気
が
さ
め
、
よ

う
や
く
英
領
植
民
地
と
し
て
の
香
港
の
歴
史
を
冷
静
に
見
つ
め
る
こ

と
が
、
香
港
で
は
可
能
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

『
浮
城
』
は
、
英
領
植
民
地
の
も
っ
と
も
早
期
の
「
香
港
人
」
で

あ
っ
た
水
上
居
民
を
主
人
公
に
据
え
る
こ
と
で
、
中
国
（
主
に
中
華

人
民
共
和
国
）
と
イ
ギ
リ
ス
が
対
立
す
る
構
造
か
ら
距
離
を
保
つ
こ

と
に
成
功
し
た
。
主
人
公
（
お
よ
び
そ
の
家
族
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

く
み
す
る
人
々
と
彼
ら
か
ら
虐
げ
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
人
々
の
双
方

か
ら
差
別
さ
れ
る
。

写真　『浮城』（DVDパッケージより）
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香
港
の
「
原
住
民
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
英

領
植
民
地
と
し
て
の
ご
く
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
、
カ
ー
ル
・
ス
ミ

ス
の
研
究
は
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
接
触
し
た
の
は
水
上
居
民
や

客
家
の
よ
う
な
中
国
社
会
の
周
縁
の
人
々
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同

質
的
な
集
団
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
香
港
人
の
多
様
性
を
描
く
こ
と

で
、
観
客
は
、『
浮
城
』
は
布
華
泉
の
個
人
史
で
あ
る
と
同
時
に
香

港
の
地
域
史
を
鳥
瞰
す
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

香
港
を
鳥
瞰
す
る
『
浮
城
』
は
、
香
港
の
過
去
を
構
成
し
た
要
素

と
し
て
「
西
洋
人
社
会
」
を
取
り
上
げ
る
。
映
画
の
中
で
は
、
主
人

公
を
「
雑
種
」
と
蔑
む
尊
大
な
だ
け
の
イ
ギ
リ
ス
人
社
員
が
出
て
く

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
布
を
評
価
し
ひ
き
た
て
る
イ
ギ
リ
ス
人

ト
ッ
プ
を
映
画
は
淡
々
と
描
き
出
し
て
い
く
。
ア
ヘ
ン
戦
争
時
に
イ

ギ
リ
ス
船
に
食
料
や
水
を
供
給
し
て
財
を
成
し
た
先
祖
の
よ
う
に
、

布
は
英
系
企
業
の
な
か
で
は
じ
め
て
能
力
を
評
価
さ
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、『
浮
城
』
が
親
中
国
派
が
香
港
の
戦
後
史
で
果

た
し
た
影
響
を
さ
り
げ
な
く
肯
定
的
に
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
布

が
二
〇
歳
を
過
ぎ
て
通
う
夜
学
は
中
国
寄
り
の
夜
間
学
校
だ
っ
た
。

学
校
で
国
旗
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
中
華
人
民
共
和
国
の
五
星
紅

旗
だ
っ
た
。

一
九
六
七
年
の
香
港
暴
動
は
親
中
国
派
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
損

な
っ
た
。
親
中
国
派
は
闘
争
委
員
会
を
組
織
し
て
積
極
的
に
関
与

し
、
暴
動
の
終
わ
り
の
時
期
に
親
中
国
派
は
手
製
の
爆
弾
を
市
街
地

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
置
き
、
幼
児
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
経
緯
か
ら
、
日
本
軍
政
下
の
抗
日
活
動
か
ら
戦
後
直
後
の
労
働

運
動
ま
で
、
親
中
国
派
の
香
港
史
に
お
け
る
足
跡
が
香
港
社
会
で
肯

定
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
香
港
返
還
ま
で
な
か
っ
た
。

『
浮
城
』
を
製
作
し
た
の
は
、
長
城
、
鳳
凰
、
新
聯
影
業
公
司
が

合
併
し
た
銀
都
機
構
で
あ
り
、
親
中
国
系
の
映
画
製
作
・
配
給
会
社

で
あ
る
（
龍 

一
九
八
六
？
：
三
二
―
三
三
）。『
浮
城
』
は
、
親
中
国

派
を
再
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
主
人
公
が
尊
敬
す
る
イ
ギ
リ
ス
人

上
司
を
も
描
き
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

に
、
香
港
の
親
中
国
系
企
業
も
ま
た
香
港
に
土
着
化
し
て
い
る
こ
と

を
筆
者
は
感
じ
る
。

上
映
言
語

最
後
に
、
個
人
的
な
希
望
も
含
め
て
言
語
の
問
題
に
触
れ
よ
う
。

『
浮
城
』
で
は
、
主
人
公
を
演
じ
た
ア
ー
ロ
ン
・
ク
オ
ッ
ク
（
郭
富

城
）
は
水
上
居
民
の
な
ま
り
を
習
得
し
、
サ
ン
パ
ン
と
呼
ば
れ
る
小

舟
の
漕
ぎ
方
も
練
習
し
た
と
い
う
。
銀
都
製
作
で
あ
る
た
め
、
中
国

大
陸
で
も
上
映
が
予
定
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
中
国
語
標
準
語
で
上
映

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
『
浮
城
』
の
何
か
が
欠
け
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
以
来
の
香
港
映
画
フ
ァ
ン
で
あ
る
筆
者
と
し
て

は
、
や
は
り
香
港
映
画
は
広
東
語
で
鑑
賞
し
た
い
。
本
誌
で
も
西
村

氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、「
香
港
映
画
イ
コ
ー
ル
広
東
語
映
画
」
と

な
る
状
況
は
思
い
の
ほ
か
遅
い
。
当
初
よ
り
海
外
市
場
を
重
視
し
て
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い
た
香
港
映
画
界
で
は
、
市
場
に
よ
っ
て
上
映
言
語
を
選
択
し
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
香
港
映
画
の
有
力
な
市
場
で
あ
る
台
湾
向
け
に
は

国
語
版
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、『
浮
城
』
の
鳥
瞰
的
な
視
点
は
言
語
の
壁
を
越
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
主
人
公
・
布
華
泉
の
妻
の
造
形
は
、「
こ
と

ば
で
は
な
く
行
動
を
見
て
！
」
と
わ
た
し
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
妻
・
阿
娣
は
補
聴
器
を
必
要
と
し
、
補
聴
器
が

な
い
と
会
話
を
聞
き
取
る
の
が
難
し
い
。
映
画
の
最
後
で
、
布
華
泉

は
阿
娣
の
目
を
見
な
が
ら
水
上
居
民
の
恋
歌
を
歌
っ
て
愛
を
確
認
す

る
。そ

れ
で
は
、
言
語
を
介
さ
な
い
香
港
的
な
も
の
と
は
何
だ
ろ
う

か
。『
浮
城
』
で
は
、
主
人
公
の
き
ょ
う
だ
い
を
預
か
る
教
会
と
、

そ
の
責
任
者
で
あ
る
中
国
人
牧
師
の
存
在
で
あ
ろ
う
。『
浮
城
』
の

モ
デ
ル
の
ふ
た
り
は
、
映
画
化
に
際
し
て
、
教
会
が
な
け
れ
ば
現
在

の
自
分
は
な
く
、
劣
悪
な
環
境
の
な
か
で
も
刻
苦
勉
励
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
若
い
世
代
に
語
り
か
け
た
か
っ
た
と
い
う
（『
啓
航
』
二

〇
一
二
：
二
―
三
）。
当
初
は
西
洋
人
牧
師
だ
っ
た
が
、
そ
の
補
佐

役
が
教
会
の
牧
師
と
な
っ
て
い
く
。
主
人
公
に
勉
強
す
る
こ
と
を
勧

め
た
中
国
人
牧
師
は
た
び
た
び
画
面
に
登
場
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
西
洋
の
文
化
に
な
じ
み
親
し
み
、
刻
苦
勉
励

す
る
行
為
そ
の
も
の
が
、
香
港
に
集
う
人
々
の
「
華
洋
混
交
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
香
港
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
香
港
史
は
こ
う
し
た
営
み
の
積
み
重
ね
に
思
え
て
な

ら
な
い
。
欧
亜
混
血
の
大
富
豪
・
何
東
（
一
八
六
二
―
一
九
五
六
）

や
蜑
家
出
身
の
愛
国
商
人
・
霍
英
東
（
一
九
二
三
―
二
〇
〇
六
）
な

ど
、
香
港
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
布
華
泉
」
が
い
る
。
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参
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文
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九
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青
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啓
青
団
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五
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〇
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）。

Carrol, John M
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m
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ith, Carl T
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映
画
リ
ス
ト

『
浮
城
』…
…
①
浮
城
／
浮
城
大
亨
／Floating City

／H
undreds Y

ears 
of a Floating City

、
②
イ
ム
・
ホ
ー
（
厳
浩
）、
③
二
〇
一
二
年
、
④

香
港
、
⑤
広
東
語
、
英
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
二
、
※
上
映

中
止
）。

『
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
』…
…
①
龍
争
虎
鬥
／Enter the D

ragon

、
②
ロ

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ー
ズ
、
③
一
九
七
三
年
、
④
香
港
・
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英

語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
七
三
）、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ブ
ル
ー
レ
イ

販
売
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
谷
垣
真
理
子
（
た
に
が
き
・
ま
り
こ
）。
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②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
〇
年
、
大
分
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
現
代
香
港
論
、
華
南
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
（
ア
ジ
ア
分
科
）、
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
（
地
域
文
化
研
究
）。

⑥
職
歴
…
…
東
海
大
学
文
学
部
専
任
講
師
（
二
九
歳
か
ら
七
年
半
）、
同

助
教
授
（
三
七
歳
か
ら
一
年
）、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

助
教
授
（
三
八
歳
か
ら
九
年
）
を
経
て
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
二
六
歳
か
ら
一
年
間
、
香
港
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
に
留
学
、
客
員
研
究
員
。

⑧
研
究
手
法
…
…
留
学
時
代
、
バ
ス
や
フ
ェ
リ
ー
で
香
港
を
く
ま
な
く
回

り
、
就
職
し
て
か
ら
は
短
期
期
間
で
あ
っ
て
も
年
に
二
、
三
回
は
必
ず

現
地
に
行
く
よ
う
に
し
た
。
現
地
の
「
風
」
に
触
れ
る
こ
と
が
研
究
の

土
台
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
参
与
観
察
を
活
用
。

⑨
所
属
学
会
…
…
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
日
本
華
南
学
会
、
日
本
華
僑
華
人

学
会
、
現
代
中
国
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
拡
大
。
香
港
が

国
際
ハ
ブ
都
市
で
あ
り
、
中
国
内
地
と
香
港
と
の
関
係
の
深
さ
を
実

感
。
以
後
、
意
識
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
関
係
性
の
な
か
で
香
港

を
考
察
す
る
よ
う
に
な
る
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
古
田
元
夫
『
ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
史
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
五
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
悲
情
城
市
』（
侯
孝
賢
監
督
、
一
九
八
九

年
、
台
湾
）。
香
港
に
限
れ
ば
『
女
人
、
四
十
。』（
許
鞍
華
監
督
、
一

九
九
五
年
）。

モ
ン
ゴ
ル
映
画
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル＊

1
に
お
け
る
大

衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と
し
て
誕
生
し
た
。
そ
れ
以
前
、
モ
ン

ゴ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立
へ
と
導
い
た
一
九
二
〇
年
代
の

人
民
革
命
期
に
お
け
る
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
は
歌
と
歌
を

用
い
た
演
劇
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
を
民
主
化
へ
と
導
い
た
「
民
主
化
革
命
」
と
称
さ
れ
る

モ
ン
ゴ
ル
民
主
化
運
動
の
デ
モ
・
集
会
は
、
歌
で
始
ま
り
、
歌
で
終

わ
る
。
一
九
八
九
年
九
月
か
ら
一
九
九
〇
年
四
月＊

2
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル

民
主
化
運
動
は
「
歌
に
よ
る
宣
伝
運
動
」
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過

大衆的プロパガンダと
「現実の社会」

木村理子

【モンゴル】




